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か
ら
既
設
取
水
設
備
へ
の
接
続
水
位
か

ら
、
有
効
落
差
を
約
34
・
８
ｍ
、
③
使

用
水
量
（
３
・
０
～
５
・
５
㎥
／
ｓ
の

範
囲
）
の
条
件
か
ら
水
車
形
式
を
横
軸

フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
に
、
④
発
電
規
模
は
、

各
使
用
水
量
毎
の
発
電
原
価
や
売
電
収

益
（
維
持
管
理
費
へ
の
充
当
額
）
を
考

慮
し
た
結
果
、
最
大
使
用
水
量
３
・
７

㎥
／
ｓ
、
最
大
出
力
９
８
３
kw
、
年
間

発
電
電
力
量
４
０
２
２

‌

Mwh
を
選
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
事
業
計
画
に
お
け
る
経

済
効
果
算
定
で
は
、
便
益
と
し
て
売
電

収
益
額
を
維
持
管
理
費
節
減
効
果
額
と

し
て
計
上
し
、
総
費
用
に
つ
い
て
は
、

耐
用
年
数
を
水
路
構
造
物
等
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
40
年
、
発
電
機
等
の
鋼

構
造
物
は
20
年
と
し
、
ま
た
、
買
取
価

格
は
平
成
25
年
度
価
格
が
40
年
間
継
続

す
る
も
の
と
し
て
算
定
し
ま
し
た
。

四
．
お
わ
り
に

現
在
、
平
成
26
年
度
の
事
業
着
手
に

向
け
て
、
土
地
改
良
法
の
手
続
き
を
実

施
中
で
す
。
今
後
は
、
固
定
買
取
制
度

の
適
用
を
受
け
る
た
め
、
国
へ
の
設
備

認
定
申
請
や
電
力
会
社
と
の
接
続
契
約

等
の
必
要
な
手
続
き
を
進
め
て
行
き
ま

す
。

※
本
投
稿
文
の
内
容
や
意
見
は
、
執
筆
者
個
人
に

属
し
、
農
林
水
産
省
の
公
式
見
解
を
示
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
力
㈱
の
発
電
用
水
の
水
源
施
設
で
あ

り
、
既
設
取
水
設
備
を
改
修
し
、
ダ
ム

直
下
に
発
電
所
を
設
置
す
る
計
画
に
し

ま
し
た
。

【
笹
ヶ
峰
ダ
ム
の
諸
元
】

（
２
）
発
電
規
模
の
検
討

発
電
規
模
の
検
討
条
件
は
、
①
実
績

放
流
量
（
ⅰ
か
ん
が
い
用
水
量
ⅱ
発
電
用

水
量
ⅲ
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す

る
た
め
の
放
流
量
ⅳ
常
時
満
水
位
を
維

持
す
る
た
め
の
放
流
量
の
合
算
、
平
成
元

～
21
年
の
平
均
値
で
あ
る
平
成
４
年
の

値
（
最
大
８
・
95
～
最
小
１
・
02
㎥
／
ｓ
）

を
採
用
）
に
基
づ
き
、
②
常
時
満
水
位

方
で
は
、「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
２
０
１
１
年
８
月
）」、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

取
制
度
（
２
０
１
２
年
７
月
）
が
開
始

さ
れ
、
従
前
よ
り
買
取
価
格
が
配
慮
さ

れ
た
こ
と
、
ま
た
、
農
林
水
産
省
に
お

い
て
も
農
村
振
興
局
長
通
達
（
２
０
１

１
年
10
月
）
に
よ
り
、
売
電
収
入
の
充

当
範
囲
に
つ
い
て
①
発
電
施
設
の
運
転

経
費
②
発
電
施
設
と
供
用
部
分
の
ダ
ム
、

頭
首
工
等
の
維
持
管
理
に
加
え
③
土
地

改
良
区
が
管
理
す
る
土
地
改
良
施
設
全

体
の
維
持
管
理
費
に
も
拡
大
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
よ
り
小
水
力
発
電
計
画
に
対
し

て
経
済
的
に
有
利
な
条
件
が
整
い
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
本
地
区
に
お
い
て
も
、

笹
ヶ
峰
ダ
ム
の
有
す
る
水
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
活
用
し
、
必
要
な
電
力
を

賄
う
と
と
も
に
売
電
収
益
に
つ
い
て
維

持
管
理
費
に
充
当
し
、
経
費
の
節
減
に

努
め
る
た
め
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

三
．
小
水
力
発
電
施
設
計
画
の
検
討

（
１
）
笹
ヶ
峰
ダ
ム
の
概
要

笹
ヶ
峰
ダ
ム
は
、
一
級
河
川
関
川
の

上
流
部
に
あ
り
、
ダ
ム
サ
イ
ト
は
上
信

越
国
立
公
園
特
別
地
域
の
国
有
保
安
林

地
内
で
標
高
１
２
０
０
ｍ
の
高
地
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

本
ダ
ム
は
、
か
ん
が
い
用
水
と
東
北

一
．
事
業
概
要

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
関
川
用
水

地
区
は
、
新
潟
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、

妙
高
市
及
び
上
越
市
に
ま
た
が
る
５
８

３
２
ha
の
水
田
地
帯
で
す
。
本
地
区
の

笹
ヶ
峰
ダ
ム
及
び
幹
線
用
水
路
等
の
農

業
水
利
施
設
は
、
国
営
関
川
土
地
改
良

事
業
（
昭
和
43
年
度
～
昭
和
58
年
度
）

等
に
よ
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
事
業

完
了
後
25
年
以
上
が
経
過
し
、
経
年
的

な
施
設
の
劣
化
に
よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
欠
損
や
鋼
構
造
物
の
腐
食

等
が
発
生
し
、
漏
水
等
に
よ
り
農
業
用

水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
来
す
と
と
も

に
、
維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
を
要
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
事
業
で
は

ダ
ム
及
び
幹
線
用
水
路
の
改
修
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給

と
施
設
の
維
持
管
理
の
軽
減
を
図
り
、

農
業
生
産
の
維
持
及
び
農
業
経
営
の
安

定
に
資
す
る
も
の
で
す
。

二
．
小
水
力
発
電
施
設
の
導
入
目
的

本
地
区
は
、
関
川
地
区
土
地
改
良
区

連
合
が
管
理
す
る
区
域
の
ほ
ぼ
全
域
に

渡
っ
て
ほ
場
整
備
が
実
施
さ
れ
、
末
端

ほ
場
は
加
圧
揚
水
機
場
（
39
カ
所
）
に

よ
っ
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
配
水
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
加
圧
揚
水
機
場
を

含
む
68
カ
所
の
土
地
改
良
施
設
（
笹
ヶ

峰
ダ
ム
を
除
く
）
の
年
間
電
力
料
金
に

多
額
の
費
用
を
要
し
て
お
り
ま
す
。
他

「フロント」～農政の前線から～

関川用水地区の小水力発電導入計画について
松
Matsuda

田　哲
Tetsuya

也（北陸農政局事業計画課）

形　

式

中
心
遮
水
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル

ダ
ム

流
域
面
積

55
・
８
㎢

堤　

高

48
・
６
ｍ

堤　

長
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